
 

 

 

 

２ ０ １ ２ 年 ２ 月 ７ 日 

東 日 本 旅 客 鉄 道 株 式 会 社 

公益財団法人東日本鉄道文化財団 

 

東北・上越新幹線開業３０周年記念展の開催について 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
■ 会 期   ２０１２年３月１７日（土）～７月１日（日） 

 
■ 会 場   鉄道博物館２Ｆ スペシャルギャラリー１ 

 
■ 入 場 料   鉄道博物館の入館料のみで、記念展もご覧いただけます。 

※鉄道博物館の入館料は、一般１，０００円（８００円）、小中高
生５００円（４００円）、幼児（３歳以上未就学児）２００円  
（１００円）です。 

※（ ）内は、団体（２０人以上）料金 
 

■ 主 催   鉄道博物館（公益財団法人東日本鉄道文化財団） 
 

■ 協    力   株式会社交通新聞社、埼玉新都市交通株式会社、 
東日本旅客鉄道株式会社 

 
■ 後  援   さいたま市 

    
■ 主な展示内容 別 紙 

 
 
 
 
 
 

○ １９８２（昭和５７）年６月２３日に東北新幹線大宮～盛岡間が、また同年１１月１５日に
上越新幹線大宮～新潟間が開業してから、今年で３０周年を迎えます。これを記念し

て、鉄道博物館では、東北・上越新幹線開業３０周年記念展を開催します。 

○ 東北・上越新幹線は、当初、大宮までの暫定開業だったことから、上野～大宮間で「新
幹線リレー号」を運転し、「リレーガール」による乗り換えの案内を行いました。 

また、新幹線の建設にあわせ、新交通システム（１９８３（昭和５８）年１２月に埼玉新都

市交通「ニューシャトル」として開業）や並行する通勤新線（１９８５（昭和６０）年９月に

埼京線として開業）も建設されています。 

○ これら新幹線開業当時のさまざまな出来事について、写真やパネル、記念品などを中
心に展示を行います。展示を通じて、当時の熱気や期待感を感じていただければ幸い

です。 



 

別 紙 
■ 主な展示内容 
 
１ 建設工事と車両開発 
東北・上越新幹線は、全国新幹線鉄道整備法(１９７０（昭和４５）年)の施行により建
設が進められました。建設にあたり設けられた「ひかりは北へ」のキャッチフレーズは、
新幹線開業への期待を高めると共に地域から歓迎を受けました。また、豪雪地帯を運行す
る新幹線として、入念な雪害対策を施した２００系車両や、地上設備などの開発が行われ
ました。この工事と開発についてご紹介します。 
 
［展示資料］ 
   建設工事の概要紹介パネル、２００系車両の雪害対策映像展示など 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
２ 開業までの道のり 
 上越新幹線中山トンネル（高崎～上毛高原間）の工事中、二度にわたり出水事故が発生
したことによるルート変更や、沿線住民のご理解を得ながらの工事が進められました。ま
た、新幹線とともに新交通システム（現在の埼玉新都市交通「ニューシャトル」）や通勤新
線（現在の埼京線）の建設が行われました。この開業までの道のりをご紹介します。 
 
[展示資料] 

 トンネル工事と通勤新線・新交通システム建設工事の概況紹介パネル  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
３ 大宮暫定開業と沿線の方々の期待 

新幹線開業を待ちわびた東北地方や新潟県をはじめとした沿線の方々の期待、熱気にあ
ふれる開業時の状況、開業前後で変貌する周辺の街、上野駅開業までの３年間にわたり上
野～大宮間を結んだ「新幹線リレー号」や、開業に合わせて作成された記念品などをご紹
介します。 

 

 
中山トンネル貫通式(高崎～上毛高原駅間) 

東北新幹線建設「ひかりは北へ」  開業前の東北新幹線で行われた雪対策試験

の様子(一ノ関付近) 

新交通システムの建設（大宮駅付近） 



 

[展示資料] 
 地元の期待感、熱気ある開業式典や建設工事と街の変貌を紹介するパネル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
[展示資料] 

 新幹線リレー号の紹介パネル、新幹線ＣＴＣ表示板とさまざまな記念品 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 会場 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会場レイアウトイメージ 

新幹線ホーム建設工事と西口周辺（大宮駅） 東北新幹線開業式典（盛岡駅） 

新幹線リレー号とリレーガール（大宮駅） 新幹線ＣＴＣ表示板 

東北新幹線開業記念メダル 上越新幹線開業記念入場券（新潟駅） 


